
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
軟性部を有する挿入部と、挿入部の先端で開口した管路とを備え、前記軟性部を硬質化す
るためのスタイレットを管路の手元側で挿脱可能にした内視鏡において、
前記スタイレットが前記管路内で所定の位置より先に入らないようにする位置規制手段を
設けるとともに、スタイレット挿入時において、スタイレット先端より先端側に位置する
管路部分を手元側の管路部分よりも細径に形成したことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、スタイレットを挿脱可能にした管路を有した挿入部を備えた内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術及び発明が解決しようとする課題】
従来、挿入部の管路にスタイレットを挿脱可能にした内視鏡が知られている。
【０００３】
本発明は、この種の内視鏡において、スタイレット挿入時に他の内蔵物を痛めたり、湾曲
性能を阻害したりせずにスタイレットを使用することができ、また、スタイレットの先端
が位置する先の管路部分を細径化できる内視鏡を提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
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本発明は、軟性部を有する挿入部と、挿入部の先端で開口した管路とを備え、前記軟性部
を硬質化するためのスタイレットを管路の手元側で挿脱可能にした内視鏡において、
前記スタイレットが前記管路内で所定の位置より先に入らないようにする位置規制手段を
設けるとともに、スタイレット挿入時において、スタイレットの先端より先端側に位置す
る管路部分を手元側の管路部分よりも細径に形成したものである。
【０００５】
【発明の実施の形態】
（第１実施形態）
図１を参照しながら本発明の第１の実施形態に係る内視鏡１について説明する。内視鏡１
は挿入部２、操作部３及び図示しないユニバーサルコードを主体として構成されている。
前記挿入部２は先端部６、湾曲部７、軟性部８を有し、これらは先端からその順に配置さ
れ、順次連結されている。先端部６の先端には図示しないが、対物レンズを組み込んだ観
察窓の他、照明窓、チャンネル開口、前記観察窓に向けたノズル等が設けられている。
【０００６】
内視鏡１は特に吸引チャンネルを兼ねた処置具挿通用チャンネル７５を利用してスタイレ
ット（可撓性調整具）を挿入するようにしている。すなわち、処置具挿通用チャンネル７
５は挿入部２から操作部３にわたり配置されたチューブ材により形成され、この処置具挿
通用チャンネル７５は先端側部分が細く、手元側部分が太い。先端側の細径部分７５ａが
手元側の太径部分７５ｂに変わる境界部分７７は図１（ａ）に示すように挿入部２内に配
設した内蔵物１２の先端側部分に被嵌した保護チューブ（筒体）１３の後端よりも手元側
に位置して配置されている。図１（ａ）に示すように処置具挿通用チャンネル７５はその
チューブ材の内外径とも先端側部分が細径であり、手元側部分は太径である。
【０００７】
前記スタイレット７６はその先端が境界部分７７より先には挿入されないように規制され
る。このように前記スタイレット７６が前記管路内で所定の位置より先に入らないように
する位置規制手段としては、スタイレット７６の手元端に取着された操作リング７６ａが
チャンネル７５の入り口７８に当たったとき、スタイレット７６の先端が境界部分７７よ
り先には挿入されない長さに設定する。したがって、スタイレット７６を深く差し込んで
もスタイレット７６の先端はチャンネル７５の境界部分７７より先までは挿入されること
がない。このため、内蔵物１２で密集している、それよりも先端側に位置する湾曲部７内
ではそのチャンネル７５を細径化した分、処置具挿通用チャンネル用チューブを細径にす
ることができる。また、内蔵物で密集している湾曲部７内までスタイレット７６を差し込
んでそのスタイレット７６により他の内蔵物を痛めたり湾曲性能を阻害したりしない。
【０００８】
挿入部２内に配設される内蔵物としては前記照明窓に接続されるライトガイド用ファイバ
束、撮像素子に接続される撮像用信号線、前記ノズルに接続された送気・送水チューブ、
前記湾曲操作ワイヤのガイドチューブ等がある。
【０００９】
前記境界部分７７の部分を構成する部材はこれにスタイレット７６の先端が仮に当たって
も損傷し難い材料によって形成される。また、処置具挿通用チャンネル７５の全体を一体
のチューブから形成してもよいし、この場合、熱収縮性チューブによって形成し、その先
端側の細径部分７５ａのみを熱収縮させて形成してもよい。
【００１０】
また、図１（ｂ）は処置具挿通用チャンネル７５における細径部分７５ａの内径７９と、
太径部分７５ｂの内径８０と、スタイレット７６の横断面積の関係を示している。太径部
分７５ｂの断面積から細径部分７５ａの断面積を引いた値が、スタイレット７６の断面積
と同じか、それ以下である。内視鏡１としては大腸内視鏡でも良い。
【００１１】
（第２実施形態）
図２を参照しながら本発明の第２の実施形態に係る内視鏡１について説明する。これは内
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視鏡１に処置具挿通用チャンネル８１を設けているが、これとは別のスタイレット（可撓
性調整具）を挿入するためのスタイレット用チャンネル８２を独立して設けたものである
。スタイレット用チャンネル８２は先端側部分を細く手元側部分を太く形成したものであ
る。また、細径部分８２ａから太径部分８２ｂの変わる境界部分８３は内蔵物に被嵌した
保護チューブ（筒体）の後端より手元側に位置し、且つ湾曲部７の後端よりも手元側、つ
まり軟性部８内に位置している。そして、スタイレット７６の先端はその境界部分８３よ
り先まで挿入するようにしてもよいが、境界部分８３に突き当て、またはスタイレット７
６の手元操作リング７６ａがチャンネル８２の入り口７８に当たる長さに設定することに
よりスタイレット７６の先端がその境界部分８３より先には挿入されないようにスタイレ
ット７６の挿入最終位置を規制するものである。また、スタイレット用チャンネル８２は
これを利用して送水を行うことができる。スタイレット用チャンネル８２は先端側が細く
なっているのでジェット噴射ノズルとして機能する。
【００１２】
本実施形態によれば、内視鏡に処置具挿通用チャンネルとは別の、スタイレット（可撓性
調整具）を挿入するためのスタイレット用チャンネル８２を設けても、先端側が細いので
、太径化させるような問題を回避できる。
尚、図２に示すように処置具挿通用チャンネル８１を前述した第１実施形態のものと同様
、先端側を細径、手元側を太径のものとしても良い。
【００１３】
また、本発明は前記各実施形態のものに限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱し
ない範囲で種々の変形例が考えられる。また、内視鏡の範囲としては下部消化管用のみな
らず、管腔のある部位に使用する、例えば上部消化管等にも適用可能である。
【００１４】
（付記）
付記１．軟性部を有する挿入部と、挿入部の先端で開口した管路とを備え、軟性部を硬質
化するスタイレットを管路の手元側で挿脱可能にした内視鏡において、
前記スタイレットが前記管路内で所定の位置より先に入らないようにする位置規制手段を
設けるとともに、スタイレット挿入時において、スタイレット先端より先端側の管路を細
径にしたことを特徴とするもの。
【００１５】
付記２．付記１において、所定の位置は湾曲部より手元側に位置するもの。
【００１６】
付記３．付記２において、所定の位置は湾曲部内の内蔵物を保護する保護筒体の手元端よ
り手元側に位置するもの。
【００１７】
付記４．付記１において、管路は吸引管路であり、上記細径部内径の断面積よりも太径部
内径の断面積からスタイレット外径の断面積を引いた面積が同等以上になるようにしたも
の。
【００１８】
付記５．付記１において、細径部内径はスタイレット先端外径より細いもの。
【００１９】
付記６．付記１において、前記管路は吸引管路とは別の管路であるもの。
【００２０】
付記７．付記１において、前記クレームＡ群のものと組み合わせたものである。
【００２１】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、スタイレットが、これを挿入する管路内で所定の位
置より先までは入らないようにする位置規制手段を設けたからスタイレット挿入時におい
て他の内蔵物を痛めたり、湾曲性能を阻害したりせず、また、スタイレット先端が位置す
る位置よりも先の管路部分の細径化が可能であり、スタイレットを挿入する管路の太径化
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を回避することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】（ａ）は本発明の第１実施形態に係る内視鏡の説明図、（ｂ）はその内視鏡の処
置具挿通用チャンネルの説明図。
【図２】本発明の第２実施形態に係る内視鏡の説明図。
【符号の説明】
１…内視鏡、２…挿入部、３…操作部、６…先端部、７…湾曲部、８…軟性部、
１２…内蔵物、１３…保護チューブ、７５…処置具挿通用チャンネル、７６…スタイレッ
ト。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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